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１　

近
代
日
本
に
お
け
る
〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
誕
生

「
楊
貴
妃
教
鸚
鵡
」
と
い
う
説
話
は
、
中
国
文
学
史
上
に
生
ま
れ
た
の
ち
、
日
本

に
お
い
て
美
人
画
の「
画
題
」と
し
て
独
自
の
成
立
を
果
た
し
た
。
本
論
前
篇
（
註
１
）

で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
以
降
も
鏑
木
清
方
や
矢
崎
千
代
治
に
よ
っ

て
密
か
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
の
画
題
と
言
説
は
、
そ
の
後
日
本
の
近
現
代
文
学

や
芸
術
に
お
い
て
、
い
か
な
る
形
と
し
て
存
在
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
試
み
に
、「
鸚
鵡
」（
あ
る
い
は
白
鸚
鵡
）
と
い
う
単
語
が
作
品
名
に
含

ま
れ
る
文
学
や
絵
画
作
品
を
、Google 

やCiN
ii 

（A
rticles

お
よ
び Books

）、

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
（N

D
L Search

）
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
検
索

シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
て
調
査
し
て
み
た
。
と
く
に
文
学
（
小
説
・
詩
な
ど
）
作
品

に
関
し
て
は
、
基
本
的
検
索
と
し
て
『
明
治
文
学
全
集　

別
冊
』
總
索
引
（
筑
摩

書
房
、
一
九
八
九
年
）
等
、
書
誌
に
関
す
る
冊
子
媒
体
で
の
確
認
は
勿
論
前
提
と

し
、そ
れ
ら
に
加
え
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
図
書
館
「
青
空
文
庫
」（http://

w
w

w
.aozora.gr.jp/

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
情
報
も
、
有
益
な
も
の
と
し
て
今

回
は
利
用
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
検
索
機
能
で
は
、「
鸚
鵡
」
と
い
う
単
語
を
自
動
的
に
生

き
物
と
し
て
の
「
オ
ウ
ム
」
と
見
な
し
て
、
書
誌
的
に
は
鳥
類
学
や
動
物
学
的
観

点
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
著
作
物
が
多
く
抽
出
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
の
視
点
と
は

当
然
な
が
ら
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
著
作
物
は
す
べ
て
排
除
し
た
。
ま

た
文
学
作
品
名
そ
の
も
の
に
「
鸚
鵡
」
や
「
白
鸚
鵡
」
の
単
語
は
表
れ
て
は
い
な

く
て
も
、
本
文
中
（
の
文
脈
）
に
何
ら
か
に
「
鸚
鵡
」
の
単
語
が
含
ま
れ
て
い
れ

ば
、そ
の
作
品
全
体
を
検
証（
で
き
る
だ
け
発
表
当
初
の
書
籍
や
雑
誌
で
確
認
）し
、

さ
ら
に
「
鸚
鵡
」
が
そ
の
文
学
作
品
中
の
重
要
モ
チ
ー
フ
と
な
り
得
て
い
れ
ば
こ

れ
を
採
用
し
た
（
た
だ
し
、
逆
に
作
品
名
に
「
鸚
鵡
」
の
単
語
が
含
ま
れ
て
い
て

も
、必
ず
し
も
内
容
的
に
「
鸚
鵡
」
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
機
能
し
て
い
な
け
れ
ば
、

こ
れ
を
除
外
し
た
）。
そ
の
結
果
、
驚
く
こ
と
に
絵
画
作
品
の
例
以
上
に
、
文
学

創
作
上
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
「
鸚
鵡
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
が
、
明
治
～

昭
和
末
期
ま
で
綿
々
と
発
表
さ
れ
て
い
た
状
況
が
、
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
結
果
で
あ
ろ
う
。

で
は
、こ
の
調
査
を
ま
と
め
た
「
近
代
日
本
鸚
鵡
文
学・絵
画
年
表
」【
表
１
】（註
２
）

を
ご
覧
頂
き
た
い
。
こ
れ
を
見
る
と
、大
き
く
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
一
つ
目
と
し
て
、
本
論
前
篇
で
も
紹
介
し
た
、
正
岡
子
規
の
鸚
鵡
主
題
の

短
歌
「
美
人
問
へ
ば
鸚
鵡
答
へ
ず
鸚
鵡
問
へ
ば
美
人
答
へ
ず
春
の
日
暮
れ
ぬ
」
が

新
聞
『
日
本
』
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
三
月
を
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
美
術
史
的
に
は
矢
崎
千
代
治
の
《
教
鵡
》
の
よ
う
な

絵
画
作
品
が
誕
生
（
同
年
十
月
）
し
、そ
れ
が
さ
ら
に
鏑
木
清
方
の
《
鸚
鵡
》（
明
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表１　【近代日本鸚鵡文学・絵画年表】（未定稿・転載禁）
2016年12月１日作成今橋理子

元号 西暦 月日 作家名 文学作品名 絵画作品名 作品形態 出典（初出）・備考
明治10 1877 ２月 菊池三渓 「美人読書図」 漢詩 成島柳北編『花月新誌』所収
明治22 1889 ４～７月 尾崎紅葉 「やまと昭君」 小説 雑誌『文庫』初出
明治23 1890 正岡子規 「海棠や檐に鸚鵡の宙がへり」 俳句 句集『寒山落木』所収
明治25 1892 正岡子規 「永き日や鸚鵡にくれる長局」 俳句 句集『寒山落木』より抹消句
明治26 1893 正岡子規 「遅き日もくれぬ鸚鵡の物語」 俳句 句集『寒山落木』より抹消句
明治28 1895 正岡子規 「行く春を翠帳の鸚鵡黙りけり」 俳句 句集『寒山落木』所収
明治29 1896 １月 泉鏡花 「琵琶傳」 小説 『國民之友』に初出

明治33 1900 ３月 正岡子規 「美人問へば鸚鵡答へず鸚鵡問へば美人答へ
ず春の日暮れぬ」 短歌 『日本』1900年３月29日掲載

明治33 1900 10月 矢崎千代治 《教鵡》 油彩画 東京藝術大学蔵
明治40 1907 鏑木清方 《鸚鵡》 木版口絵 『文藝倶楽部』第13巻第５号
明治40 1907 鏑木清方 《嫁ぐ人》 絹本著色 鏑木清方記念美術館蔵
明治44 1911 10月 泉鏡花 「貴婦人」 幻想小説 『三越』
大正１ 1912 11月 泉鏡花 「印度更紗」 幻想小説 『中央公論』
大正３ 1914 竹久夢二 港や風呂敷 絵画
大正４ 1915 鈴木三重吉 「鸚鵡の女」（散文詩的小説） 小説 『三重吉全作集第７編　黒血』
大正６ 1917 ４月 鈴木三重吉 「青い鸚鵡」 童話（翻訳） 春陽堂
大正６ 1917 ６月 西村渚山 「館の鸚鵡」 童話 博文館『幼年世界』７巻６号

大正７ 1918 田山花袋 「鸚鵡」（大正７？） 小説 『定本花袋全集』第９巻 
（昭和12年刊）

大正９ 1920 亀高文子 《鸚鵡と少女》 油彩画 個人蔵
大正10 1921 １月 西条八十 「鸚鵡と時計」 童謡集 『赤い鳥』
大正10 1921 ３月 芥川龍之介 「奇遇」 小説
大正10 1921 原田浪路 《南の窓》 挿絵 実業の日本社『少女の友』賞品

大正11 1922 佐藤春夫 「鸚鵡（おおむ）」 小説（童話） 改造社『蝗の大旅行』 
（大正15所収）

大正11 1922 ９月 シュニッツラー，
アルトゥール 「緑の鸚鵡」＊１ 戯曲（翻訳） 新潮社『シュニッツレル選集』

所収
大正12 1923 ９月 芥川龍之介 「鸚鵡」 随筆
大正13 1923 ３月 稲垣足穂 「鸚鵡の一件」 随筆 『新潮』第40巻第３号

大正13 1924 ８月 児島虎次郎 《鸚鵡と少女》 油彩画 100号大作　 
高梁市成羽美術館蔵

大正13 1924 2/23-26 牧野信一 「鸚鵡の思ひ出」 小説 『都新聞』12986 ～ 12989号 
連載

大正13 1924 ８月 ランドン 「白鸚鵡の死」（翻訳）＊２ ミステリー小説 博文館『新青年　増刊』
大正14 1925 １月 三枝源次郎監督 「白鸚鵡夫人」 映画 日活（内容の詳細不明）

大正14 1925 ５月 佐藤春夫 「女誡扇奇譚」（ジョカイセンキ
タン） 怪異小説 『女性』第７巻第５号

大正15 1926 佐藤春夫 「無駄話」 随筆 随筆『退屈読本』に所収
大正15 1926 ９月 佐藤春夫 「鸚鵡（おおむ）」 初出は大正11年か？
大正15 1926 10月 佐藤春夫 「オカアサン」 探偵小説 雑誌『女性』第10巻第４号
大正15 橋爪ゆたか他 （少女と鸚鵡） 絵葉書 上方屋平和堂の絵葉書
昭和１ 1926 11月 川路柳虹 「鸚鵡の唄」 童謡詩 新潮社
昭和１ 1926 アール・D・ビガース著 「シナの鸚鵡」（原著刊行） ミステリー小説 1927年映画化、公開。
昭和３ 1928 １～12月 吉屋信子 「白鸚鵡」 少女小説 『少女倶楽部』に連載
昭和３ 1928 10月 福士幸次郎 「鸚鵡」 詩 『コドモノクニ』1928年10月号

昭和４ 1929 宇野千代 「鸚鵡夫人」 小説 『新選宇野千代集』所収、 
改造社

昭和４ 1929 伊藤　整 「鸚鵡」 小説

昭和５ 1930 １月 吉屋信子 「白鸚鵡　外一篇」（単行本） 少女小説 平凡社「令女文学全集」 
第４巻所収

昭和５ 1930 12月 牧野信一 「鸚鵡のゐる部屋」 小説 宝文館『令女界』第９巻12号
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元号 西暦 月日 作家名 文学作品名 絵画作品名 作品形態 出典（初出）・備考
昭和５ 1930 12月 三好達治 「鳥語」 詩 詩集『測量船』所収、第一書房

昭和５ 1930 高畠華宵 《白鸚鵡と 
若い女性》 文芸便箋 『高畠華宵名画』所収、 

講談社

1930以前 金子みすゞ 「夜明けのお月さん山のきは籠に飼はれた白
鸚鵡……」 童謡詩 原題「お月さん」

昭和７ 1932 11月 飯島武雄 「賢い鸚鵡」 童話 高踏社『尋一学級教育』 
第１巻８号

昭和10 1935 川口軌外 《鸚鵡と少女》 油彩画 和歌山県立近代美術館蔵
昭和12 1937 横溝正史 「鸚鵡を飼ふ女」 小説 『キング増刊』
昭和13 1938 10月 横溝正史 「物言はぬ鸚鵡の話」 短編集『血蝙蝠』所収

昭和14 1939 ４月 国木田独歩 「あの時分」 小説 『号外・少年の悲哀他六篇』
所収、岩波文庫

昭和15 1940 ３月 井伏鱒二 「鸚鵡」 随筆 河出書房『知性』第３巻３号
昭和17 1942 高峰三枝子（歌唱）「南の花嫁さん」＊３ 歌謡曲 作詞：藤浦洸、作曲：任光

昭和21 1946 ８月 松岡譲 「白鸚鵡」（初出） 小説 雑誌『小説と読物』 
1946年８月号

昭和21 1946 ８月 サトウハチロー 「鸚鵡の唄」 歌詞 松竹映画「鸚鵡は何を覗いた
か」主題歌

昭和21 1946 吉屋信子 「白鸚鵡」（再刊） 少女小説 愛文館

昭和21 1947.3月～
48.2月 竹山道雄 「ビルマの竪琴」 小説 『赤とんぼ』に連載

昭和22 1947 松岡譲 「白鸚鵡」（単行本） 小説 雄鶏社

昭和23 1948 古沢岩美 「飛べない天使
（おうむ）」 絵画 板橋区立美術館「戦争の表象」

展出品
昭和23 1948 ６月 神西清 「鸚鵡」 幻想小説 雑誌『新文学』掲載
昭和26 1951 中里恒子 「鸚鵡のゐる窓」 小説

昭和29 1954.9月～
1955.6月 島田一男 「黒い鸚鵡」 小説 『少女の友』連載 

＊休刊により中絶
昭和32 1957 アール・D・ビガース著 「シナの鸚鵡」（翻訳）＊４ ミステリー小説 早川書房、世界探偵小説全集
昭和48 1973 11月 安房直子 「白いおうむの森」 童話 筑摩書房

昭和49 1974 12月？ ささやななえ 「私の愛した
おうむ」 少女漫画 白泉社『りぼん』

昭和50 1975 12月 あしべゆうほ 「鸚鵡のいる
風景」＊5 少女漫画 『悪魔（デイモス）の花嫁』

所収、秋田書店
昭和58 1983 11月 澁澤龍彦 「ダイダロス」 幻想小説 福武書店『海』　
昭和60 1985 山口瞳 「鸚鵡」 小説 短篇集『婚約』所収、講談社
昭和60 1985 安房直子 「白いおうむの森」（再刊） 童話 ちくま文庫
平成１ 1989

平成12 2000 大辻隆弘 「右の手の甲に鸚鵡をおきて立つ夭折を約せ
られし少女は」 短歌 砂子屋書房『デプス』（2002年）

所収
平成18 2006 ８月 安房直子 「白いおうむの森」（再刊） 童話 偕成社文庫

平成21 2009 ８月 中村佑介 『Blue-中村佑
介画集』 画集 飛鳥新社

平成21 10月 安野モヨコ 「蔦と鸚鵡」 画集 実業之日本社 
（少女の友コレクション）

平成22 2010 春－夏 BVLGARI（広告） 白鸚鵡と
裸体美女 広告写真 ジュリアン・ムーアの裸体話

題に
平成25 2013 ７月 真梨幸子 『鸚鵡楼の惨劇』 ミステリー小説 小学館
平成28 2016 ９月 辻原登 『籠の鸚鵡』 小説 新潮社

【註】	 ＊１　�楠山正雄・山本有三訳、新潮社『シュニッツレル選集』所収。ただし楠山・山本のいずれが「緑の鸚鵡」の翻訳担
当であったかは不明。

	 ＊２　�浅野玄府（1893-1970）訳。浅野は1921年より『新青年』にてウェルズやチェスタトンの翻訳を手がけ、のちチェス
タトンの翻訳で有名になる。

	 ＊３　同名映画の挿入歌。編曲古賀政男。原曲は中国の任光（Guang Ren, 1900-1941）作曲「彩雲追月」。
	 ＊４　三沢直訳。三沢の経歴など詳細は不明。
	 ＊５　池田悦子原作、あしべゆうほ画。同作は累計発行部数1000万部を突破する大ヒットとなった。
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治
四
〇
年
）
の
構
図
に
直
接
影
響
を
与
え
る
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
図
像
継
承
の
系

譜
が
推
定
さ
れ
た
（
註
３
）。
文
学
の
世
界
に
お
い
て
も
、
一
九
〇
〇
年
以
降
に
多

く
の
文
学
者
た
ち
が
「
鸚
鵡
」
を
小
説
中
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
採
用
し
、
創
作
し

て
い
る
状
況
が
、
表
１
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
し
て
、
そ

の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
「
鸚
鵡
」
も
当
初
は
「
白
鸚
鵡
」
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
大
正

期
（
一
九
一
〇
年
代
）
に
入
る
と
、次
第
に
「
緑
鸚
鵡
」
や
「
青
鸚
鵡
」
が
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
作
品
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
鸚
鵡
の
色
が
白
か
ら
青

や
緑
へ
と
変
え
ら
れ
て
も
、
作
品
の
中
で
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
際
に
は
、「
美

女
」
あ
る
い
は
「
美
少
女
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
表
現
方
法
は
変
わ
る
こ
と

は
な
い
。
そ
し
て
三
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
大
正
期
以
後
の
変
化
を
み
る

と
、
日
本
の
文
芸
史
上
に
お
け
る
〈
探
偵
小
説
〉
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
興
隆
と
と

も
に
、
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
「
鸚
鵡
」
の
使
用
が
極
め
て
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

そ
の
結
果
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
文
学
史
上
に
、
い
わ
ば
〈
鸚
鵡
文
学
〉
と

で
も
新
た
に
ジ
ャ
ン
ル
名
を
名
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
ど
に
、
非
常
に
多
く
の

文
学
作
品
が
、
と
り
わ
け
一
九
一
〇
～
四
〇
年
代
に
か
け
て
誕
生
し
て
い
る
事
実

が
判
明
す
る
の
で
あ
る
（
註
４
）。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
近
代
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、〈
鸚
鵡
文
学
〉

と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
名
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
論
で
は

ま
ず
こ
こ
で
、
小
結
論
的
に
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
べ
き
文
学
作
品
が
多
数
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。

さ
て
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
表
１
の
「
近
代
日
本
鸚
鵡
文
学
・
絵
画
年
表
」

を
手
掛
か
り
に
、
一
九
〇
〇
年
よ
り
お
よ
そ
一
二
〇
年
近
く
を
経
た
現
在
に
至
る

ま
で
の
〈
鸚
鵡
と
美
女
〉
表
象
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
美
人
た
ち
の
傍
ら

に
あ
っ
て
秀
麗
な
「
白
き
」
姿
を
現
し
て
き
た
鸚
鵡
た
ち
は
、
時
代
の
流
れ
の
中

で
そ
の
姿
を
文
字
通
り
色
彩
豊
か
に
、
緑
や
青
、
時
に
は
赤
い
色
に
と
変へ
ん

化げ

さ
せ

て
き
て
い
る
。
そ
し
て
「
美
人
」
と
さ
れ
る
女
た
ち
の
姿
も
変
幻
し
、
彼
女
ら
は

単
な
る
「
美
し
い
女
」
な
の
で
は
な
い
。
あ
る
時
は
妖
艶
な
娼
婦
の
イ
メ
ー
ジ
で

男
性
を
誘
惑
し
、
ま
た
あ
る
時
に
は
「
薄
倖
の
美
少
女
」
と
い
う
救
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
「
短
い
命
」
を
象
徴
す
る

―
。
鸚
鵡
が
女
た
ち
と
共
に
放
ち
続
け
た
、

そ
の
圧
倒
的
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
悲
劇
性
の
魔
力
を
、
以
下
、
主
要
な
作
品
に

沿
っ
て
解
き
明
か
に
し
て
い
こ
う
。

２　
〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
祖
形

―
泉
鏡
花
「
琵
琶
傳
」
と
「
貴
婦
人
」

本
論
前
篇
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
鏑
木
清
方
画
《
鸚
鵡
》（『
文
藝
倶
楽
部
』

第
十
三
巻
五
号
巻
頭
口
絵
、
一
九
〇
七
年
）【
本
論
前
篇
図
２
参
照
】
が
、
画
面

構
成
上
の
酷
似
か
ら
推
定
で
き
る
よ
う
に
、時
間
的
に
先
行
す
る
矢
崎
千
代
治《
教

鵡
》（
東
京
藝
術
大
学
蔵
、
一
九
〇
〇
年
制
作
）
か
ら
影
響
を
受
け
て
発
想
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
（
註
５
）。
そ

し
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
言
い
換
え
れ
ば
、
矢
崎
の
《
教
鵡
》
が
正
岡
子
規
の
短
歌

「
美
人
問
へ
ば
鸚
鵡
答
へ
ず
鸚
鵡
問
へ
ば
美
人
答
へ
ず
春
の
日
暮
れ
ぬ
」（「
艶
麗

と
い
ふ
題
に
て
」『
日
本
』
明
治
三
三
年
三
月
二
九
日
付
）
の
一
首
（
以
下
こ
れ

を
便
宜
的
に
本
論
で
は
「
子
規
に
よ
る
鸚
鵡
歌
」
と
呼
ぶ
）
に
影
響
を
受
け
て
描

か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
間
接
的
に
鏑
木
清
方
も
ま
た
、
正
岡
子
規
の

「
鸚
鵡
問
え
ば
…
…
」
の
歌
か
ら
発
想
を
得
て
《
鸚
鵡
》
と
い
う
作
品
を
描
い
た

と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
清
方
を
惹
き
つ
け
た
「
美
女
と
鸚
鵡
」
と
い
う
画
題
が
、

こ
の
よ
う
に
も
と
よ
り
文
学
由
来
の
主
題
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
〇
）
年
代
以
降
に
急
激
に
文
学
世
界
に
お
い
て
増
え
た
〈
鸚
鵡
文
学
〉

作
品
群
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
鍵
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
下
）―
―〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
祖
形
と
し
て
の
鏡
花
小
説

さ
て
、
美
人
画
家
と
し
て
一
家
を
成
す
以
前
、
若
き
日
の
鏑
木
清
方
が
雑
誌
や

新
聞
の
挿
絵
画
家
を
志
し
て
、
盛
ん
に
絵
筆
を
執
っ
て
い
た
こ
と
は
本
論
前
篇
に

お
い
て
も
述
べ
た
（
註
６
）。
そ
の
中
で
も
清
方
に
と
っ
て
作
家
・
泉
鏡
花
（
一
八

七
三
―
一
九
三
九
）
と
の
出
会
い
は
、
格
別
に
意
義
深
い
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

清
方
と
鏡
花
の
出
会
い
は
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
二
代
目
安
田
善
次

郎
（
安
田
財
閥
御
曹
司
、古
書
収
集
家
で
書
誌
学
を
よ
く
し
た
。
号
・
松ま
つ

廼の

舎や

）
が
、

鏡
花
作
品
の
心
酔
者
で
あ
っ
た
清
方
を
、
鏡
花
に
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ

の
と
き
泉
鏡
花
二
十
七
歳
、
清
方
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
当
時
す
で
に
文
壇
の
寵

児
と
な
っ
て
い
た
鏡
花
が
、
自
分
の
挿
絵
に
大
い
に
関
心
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る

と
知
っ
た
清
方
は
、
挿
絵
画
家
と
し
て
の
自
分
の
仕
事
に
「
張
り
切
っ
た
力
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
鏑
木
清
方
「
牛
込
夜
話
」
よ
り
）
と
後
年
懐
古
し
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
旧
知
の
ご
と
く
近
し
く
な
っ
た
二
人
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）

年
に
六
十
六
歳
で
鏡
花
が
亡
く
な
る
ま
で
、
公
私
と
も
に
親
し
く
交
わ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
う
し
た
交
流
の
軌
跡
は
、
若
き
日
の
日
本
画
家
・
鏑
木
清
方
の
代
表
作

と
な
っ
た
大
作
《
高
野
聖
》（
明
治
三
七
年
作
、
豊
川
閣
妙
厳
寺
蔵
）
や
《
深
沙

大
王
》（
同
年
作
、
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
蔵
）
が
い
ず
れ
も
鏡
花
の
傑
作
小
説

を
題
材
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
他
に
も
二
人

の
深
い
交
流
を
語
る
も
の
と
し
て
、
清
方
に
よ
る
鏡
花
本
の
装
丁
が
十
冊
以
上
存

在
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
泉
鏡
花
逝
去
の
翌
年
（
昭
和
十
五
年
）
よ
り
岩
波
書

店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
鏡
花
全
集
』
の
装
丁
も
ま
た
、
鏑
木
清
方
の
手
に
な
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
二
人
の
繋
が
り
の
深
さ
を
雄
弁

に
物
語
る
。
つ
ま
り
、
鏑
木
清
方
の
作
画
制
作
の
背
景
に
お
け
る
、
泉
鏡
花
作
品

か
ら
の
影
響
の
深
さ
は
、
も
は
や
疑
う
余
地
が
な
い
の
で
あ
る
。

２
―

１
「
琵
琶
傳
」

―
〈
悲
劇
〉
の
道
具
立
て
と
し
て
の
鸚
鵡

そ
こ
で
、
清
方
に
お
け
る
二
つ
の
白
鸚
鵡
モ
チ
ー
フ
の
絵
画
作
品
を
考
え
る
た

め
に
、こ
こ
で
新
た
に
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
先
の
【
表
１
】

を
改
め
て
見
直
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
代
に
ま
で
至
る
〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
流

れ
の
中
で
、
泉
鏡
花
は
生
涯
に
「
琵
琶
傳
」「
貴
婦
人
」「
印
度
更
紗
」（
註
７
）
と
、

実
に
三
作
品
も
の
〈
鸚
鵡
文
学
〉
を
発
表
し
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
正

岡
子
規
の
鸚
鵡
歌
（
一
九
〇
〇
年
）
の
四
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
琵
琶
傳
」（
初

出
『
國
民
之
友
』
一
八
九
六
年
一
月
）
と
い
う
小
説
で
、
こ
こ
で
は
物
語
の
最
重

要
モ
チ
ー
フ
と
し
て
白
鸚
鵡
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
題
名
に
あ
る
「
琵
琶
」

と
は
、
実
は
作
中
に
登
場
す
る
白
鸚
鵡
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。
近
代
日
本

に
お
け
る
〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
草
創
期
に
誕
生
し
た
「
琵
琶
傳
」
で
あ
る
が
、
従
来

は
若
き
日
の
鏡
花
作
品
と
し
て
多
く
の
先
行
研
究
（
註
８
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

に
基
づ
き
概
略
を
以
下
ま
と
め
て
お
こ
う
。

本
格
的
な
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
翌
年
（
一
八
九
六
年
）、
鏡
花
二
十
三

歳
の
折
に
発
表
さ
れ
た
「
琵
琶
傳
」
は
、
後
年
ま
と
め
ら
れ
た
『
鏡
花
全
集
』
に

は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
作
品
鑑
賞
・
解
釈
に
お
い
て

は
、
比
較
的
厳
し
く
評
さ
れ
て
き
た
小
説
で
あ
る
。
成
瀬
正
勝
氏
に
よ
れ
ば
「
当

時
の
軍
国
的
風
潮
下
に
反
軍
反
戦
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
と
み
ら
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
（
註
９
）。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
不
評
を
買
っ
た
原
因
は
、

物
語
の
後
半
部
で
展
開
す
る
、（
嫉
妬
が
元
で
）
夫
が
妻
女
の
目
前
で
彼
女
の
恋

人
を
銃
殺
す
る
と
い
う
有
り
得
べ
く
も
な
い
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
不
自
然
さ

や
、
そ
れ
ゆ
え
に
狂
気
に
陥
っ
た
妻
が
夫
の
咽
喉
を
喰
い
破
る
と
い
う
行
為
に
至

る
と
い
う
「
怪
奇
さ
」
が
、酷
評
の
も
っ
と
も
槍
玉
と
さ
れ
た
点
で
あ
っ
た
（
註
10
）。

し
か
し
な
が
ら
、
同
作
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
鸚
鵡
の
「
琵
琶
」
は
人
間
の
ご
と

く
言
葉
を
理
解
し
、
同
時
に
恋
人
た
ち
（
ヒ
ロ
イ
ン
「
お
通
」
と
そ
の
恋
人
「
謙
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
九
号

三
郎
」）
の
心
の
や
り
と
り
を
仲
立
ち
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
つ

ま
り
こ
の
作
品
は
単
に
「
陰
惨
」
で
「
怪
奇
」
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
鏡
花

文
学
の
特
色
で
あ
る
「
幻
想
性
」
を
多
分
に
帯
び
た
萌
芽
的
作
品
と
し
て
、
現
在

で
は
再
評
価
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
註
11
）。

で
は
物
語
の
細
部
を
見
て
み
よ
う
。

白
鸚
鵡
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
「
お
通
」
が
嫁
入
り
前
に
実
家
で
飼
っ
て
い
た
愛
鳥
で

あ
る
。
こ
の
登
場
人
物
と
し
て
の
白
鸚
鵡
「
琵
琶
」
は
、
か
つ
て
の
恋
人
（
で
従

妹
で
も
あ
る
）
お
通
に
、永
遠
の
別
れ
を
告
げ
る
思
い
で
や
っ
て
来
た
「
謙
三
郎
」

の
、
や
る
せ
な
い
思
い
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。
謙
三
郎
は
日
清

戦
争
の
予
備
兵
の
招
集
に
応
じ
、
こ
れ
か
ら
戦
場
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
彼
は
当
然
な
が
ら
、生
き
て
は
帰
れ
な
い
だ
ろ
う
と
の
思
い
を
抱
え
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
お
通
に
ひ
と
目
逢
い
た
い
と
い
う
思
い
を
心
の
奥
底
に
隠
し
て
い

る
。
だ
が
、
お
通
は
す
で
に
人
妻
で
あ
る
。
簡
単
に
逢
う
こ
と
な
ど
許
さ
れ
る
は

ず
が
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
だ
か
ら
こ
そ
、
お
通
と
も
う
一
度
逢
い
た
い
と
い

う
思
い
は
深
く
、複
雑
で
あ
る
。
お
通
の
実
家
に
今
も
飼
わ
れ
て
い
る
白
鸚
鵡「
琵

琶
」
の
居
る
光
景
は
、
そ
ん
な
恋
人
た
ち
の
過
去
の
幸
福
な
時
間
を
思
い
起
こ
さ

せ
な
が
ら
も
、
鸚
鵡
の
純
白
の
姿
ゆ
え
に
、
却
っ
て
一
層
哀
愁
を
帯
び
て
物
語
上

に
表
れ
る
。
そ
し
て
ど
こ
か
物
悲
し
い
「
琵
琶
」
の
佇
ま
い
は
、
こ
の
物
語
の
悲

劇
の
結
末
を
予
感
さ
せ
る
道
具
立
て
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
少

し
長
い
が
、
以
下
原
文
を
引
用
し
て
み
た
い
。

　

渠か
れ

〔
相
本
謙
三
郎
〕
が
書
斎
の
櫞
前
に
は
、
一
個
数す

き奇
を
盡
し
た
る
鳥
籠
を

懸
け
た
る
中
に
、
一い
ち

羽う

の
純
白
な
る
鸚
鵡
あ
り
、
餌
を
啄
ば
む
に
も
飽
き
た
り

け
む
、
も
の
淋
し
げ
に
謙
三
郎
の
後
姿
を
見
遣
り
つ
ゝ
、
頭
を
左
右
に
傾
け
居

れ
り
。
一
室
寂
た
る
こ
と
頃し
ば
し刻
な
り
し
、
謙
三
郎
は
其
清
秀
な
る
面
に
鸚
鵡
を

見
向
き
て
、
太い
た

く
物
案
ず
る
状さ
ま

な
り
し
が
、
憂
う
る
如
く
、
危
む
如
く
、
は
た

人
に
憚
る
こ
と
あ
る
も
の
ゝ
如
く
、「
琵
琶
。」
と
一
声
、
鸚
鵡
を
呼
べ
り
。
琵

琶
と
は
蓋
し
鸚
鵡
の
名
な
ら
む
。
低
く
口
笛
を
鳴
ら
す
と
ひ
と
し
く
、

　
「
ツ
ウ
チ
ャ
ン
、
ツ
ウ
チ
ャ
ン
」

　

と
叫
べ
る
声
、
奥
深
き
こ
の
書
斎
を
徹と
お

し
て
、
一
種
の
音
調
打
響
く
に
、
謙

三
郎
は
愁
然
と
し
て
思
は
ず
涙
を
催
し
ぬ
。

　

琵
琶
は
年
久
し
く
清
川
の
家
に
養
な
は
れ
つ
。
お
通
と
渠
が
従じ
ゅ
う
け
い兄な

る
謙
三

郎
と
の
間
に
処
し
て
、
巧
み
に
其
情
交
を
暖
め
た
り
き
。
お
通
が
此
家
の
愛
ま
な
む
す
め女

と
し
て
、
室
を
隔
て
な
が
ら
家
を
整ひ
と

し
く
し
た
り
し
頃
、
い
ま
だ
近
藤
〔
お
通

の
夫
・
近
藤
重
隆
〕
に
嫁
が
ざ
り
し
以
前
に
は
、
謙
三
郎
の
用
あ
り
て
、
お
通

に
見ま
み

え
む
と
欲
す
る
こ
と
あ
る
毎
に
、
今
し
も
渠
が
な
し
た
る
如
く
、
籠
の
中

な
る
琵
琶
を
呼
び
て
、
爾し
か

く
口
笛
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
、
琵
琶
の
玲
瓏
な
る
声

を
も
て
、「
ツ
ウ
チ
ャ
ン
、
ツ
ウ
チ
ャ
ン
」
と
伝
令
す
べ
く
、
よ
く
馴
ら
さ
れ

て
あ
り
し
か
ば
、
此
時
の
如
く
声
を
揚
げ
て
二
た
び
三
た
び
呼
ぶ
と
ゝ
も
に
、

帳ち
ょ
う
な
い内

深
き
処し
ゅ
く肅

と
し
て
物
を
縫
ふ
女
、
物
指
を
棄
て
、
針
を
措
き
て
、
直
ち

に
謙
三
郎
に
来
り
つ
ゝ
、
笑
顔
を
合
は
す
が
例
な
り
し
な
り
。（〔　

〕
内
引
用

者
、
以
下
同
）（
註
12
）

決
し
て
望
ま
な
い
結
婚
を
課
せ
ら
れ
た
お
通
は
、
愛
情
な
く
高
圧
的
な
夫
に
向

か
っ
て
「
節
操
を
破
る
」
と
ま
で
言
い
放
っ
た
が
た
め
、
嫉
妬
し
た
夫
に
よ
っ
て

孤ひ
と
つ
や屋

に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
。
一
方
謙
三
郎
は
、
自
分
と
お
通
と
の
恋
の
仲
立
ち

を
し
た
「
琵
琶
」
が
、
叔
母
の
手
に
よ
っ
て
籠
か
ら
放
た
れ
る
の
を
目
の
当
た
り

に
し
、
そ
の
叔
母
か
ら
の
言
も
あ
り
お
通
に
逢
う
た
め
に
脱
営
す
る
。
こ
の
行
為

が
、
当
時
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
に
重
大
な
罪
で
あ
る
か
は
想
像
に
容

易
い
。
し
か
も
謙
三
郎
は
孤
屋
の
番
人
を
殺
害
し
、
脱
営
の
罪
と
共
に
逮
捕
さ
れ

る
。
そ
し
て
つ
い
に
謙
三
郎
は
、
何
と
お
通
の
目
の
前
で
銃
殺
刑
と
な
る
の
で
あ

る
。
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白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
下
）―
―〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
祖
形
と
し
て
の
鏡
花
小
説

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
追
い
詰
め
ら
れ
た
お
通
は
生
け
る
屍
の
よ
う
と
な
り
、

里
帰
り
を
許
さ
れ
て
実
家
に
帰
る
が
、
そ
の
後
は
た
だ
「
渠か
れ

は
あ
ど
け
な
き
も
の

と
な
り
て
、
泣
く
も
笑
ふ
も
嬰あ
か

児ご

の
如
く
、
も
の
ぐ
る
は
し
き
躰
な
る
よ
り
」（
註
13
）

と
、
完
全
に
人
間
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
夫
の
元
へ
も
再
び
戻
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
悲
劇
は
、
つ
い
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
達
す
る
。

物
語
の
最
終
章
（
第
五
）
で
、
絶
望
深
く
精
神
を
病
ん
だ
お
通
は
、
謙
三
郎
の
墓

の
あ
る
埋
葬
地
を
あ
て
ど
な
く
彷
徨
う
。
そ
れ
は
い
ま
や
幻
聴
と
な
っ
て
聞
こ
え

る
、「
ツ
ウ
チ
ャ
ン
」
と
い
う
琵
琶
の
声
に
導
か
れ
て
の
こ
と
。
謙
三
郎
は
か
つ

て
自
分
が
お
通
を
訪
う
た
び
に
、琵
琶
に
「
ツ
ウ
チ
ャ
ン
〔
通
ち
ゃ
ん
〕、ツ
ウ
チ
ャ

ン
」
と
、
お
通
へ
の
呼
び
懸
け
る
こ
と
ば
を
「
玲
瓏
な
る
声
」（
註
14
）
で
教
え
込
ん

で
い
た
。
つ
ま
り
お
通
に
聴
こ
え
る
鸚
鵡
の
声
は
、
す
な
わ
ち
愛
す
る
謙
三
郎
そ

の
人
の
、
呼
び
声
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
恋
人
を
夫
に
殺
さ
れ
た
お
通
は
「
無

念
、
愛
惜
、
絶
望
、
悲
惨
」（
註
15
）
と
い
う
綯
交
ぜ
の
激
情
と
同
時
に
、
夫
に
「
節

操
を
破
る
」
と
啖
呵
を
切
っ
た
女
と
し
て
の
意
地
、
そ
し
て
理
不
尽
さ
へ
の
鬱
憤

で
極
限
へ
と
達
す
る
。
そ
こ
へ
突
如
、
傍
若
無
人
に
も
夫
の
近
藤
が
闊
歩
し
て
現

れ
、
謙
三
郎
の
墓
を
蹴
飛
ば
し
、
唾
を
吐
き
か
け
る
。
激
昂
し
狂
女
と
化
し
た
お

通
、
そ
の
彼
女
の
異
常
さ
に
気
付
い
た
近
藤
が
銃
の
引
き
金
を
引
く

―
が
、
銃

声
と
同
時
に
轟
く
近
藤
の
叫
び
声
。
お
通
は
夫
の
咽
喉
を
喰
い
破
り
、
自
ら
も
狂

気
の
中
で
つ
い
に
息
絶
え
る
の
で
あ
る
。

小
説
の
最
終
部
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

渠
〔
お
通
〕
は
そ
の
血
を
拭
は
ぬ
と
も
せ
で
。
一ひ
と
あ
し足

、
二
足
、
三
足
ば
か
り
、

謙
三
郎
の
墓
に
居
り
つ
ゝ
、
裏
が
れ
た
る
声
い
と
細
く
、

　
「
謙
さ
ん
。」

と
い
へ
る
ま
ゝ
が
ツ
く
り
横
に
僵た
お

れ
た
り
。

　

月
青
く
、
山
黒
く
、
白
き
も
の
あ
り
、
空
を
飛
び
て
、
傍か
た
への

枝
に
羽
音
を
留

め
つ
。
葉
を
吹
く
風
の
音ね

に
つ
れ
て
、

　
「
ツ
ウ
チ
ャ
ン
、
ツ
ウ
チ
ャ
ン
、
ツ
ウ
チ
ャ
ン
」

と
二ふ
た

た
び
、
三
た
び
、
谺こ
だ
まを

返
し
て
、
琵
琶
は
連し
き
りに

名
を
呼
べ
り
。
琵
琶
は
連
し
き
り

に
名
を
呼
べ
り
。（
註
16
）

登
場
人
物
の
誰
一
人
と
し
て
救
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
結
末
。
嫉
妬
と
狂
気
の
果

て
の
ラ
ス
ト
、
舞
台
は
鮮
血
で
染
め
上
げ
ら
れ
、
白
鸚
鵡
の
「
ツ
ウ
チ
ャ
ン
、
ツ

ウ
チ
ャ
ン
」
と
い
う
繰
り
返
さ
れ
る
啼
き
声
だ
け
が
、
殺
伐
と
し
た
空
間
に
こ
だ

ま
す
る
と
い
う
語
り
は
、
一
編
の
怪
奇
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
観
せ
ら
れ
た
か

の
よ
う
で
あ
る
。

２
―

２　

尾
崎
紅
葉
『
や
ま
と
昭
君
』
か
ら
の
影
響

さ
て
、
鏡
花
「
琵
琶
傳
」
に
関
す
る
吉
田
昌
志
氏
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、「
琵

琶
」
と
い
う
名
の
鸚
鵡
の
設
定
か
ら
、
こ
の
物
語
は
時
間
的
に
先
行
す
る
尾
崎
紅

葉
の
小
説
『
や
ま
と
昭
君
』〔
初
刊
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
八
月
〕
か

ら
発
想
さ
れ
た
も
の
と
、
ほ
ぼ
断
定
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
物
語
の
構
造

上
に
お
い
て
指
摘
で
き
、「
第
一
に
、
意
に
得
ぬ
結
婚
を
強
い
ら
れ
た
女
の
悲
劇

が
共
通
す
る
点
」
で
あ
り
、「
第
二
に
、
そ
の
悲
劇
を
脚
色
す
る
素
材
と
し
て
鸚

鵡
が
登
場
す
る
点
」
も
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
鏡
花
の
「
琵
琶
」
と
い
う
名
を

も
つ
白
鸚
鵡
の
設
定
は
、『
や
ま
と
昭
君
』
の
表
紙
絵
【
図
１
】
に
そ
の
ま
ま
示

さ
れ
て
い
た
と
吉
田
氏
は
読
み
解
い
て
い
る
（
註
17
）。
こ
れ
は
非
常
に
示
唆
的
な

見
解
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
表
紙
絵
に
は
「
白
鸚
鵡
」
と
楽
器
の
「
琵
琶
」
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。そ
し
て
さ
ら
に
見
解
を
加
え
れ
ば
紅
葉
著『
や

ま
と
昭
君
』
と
い
う
書
名
が
、
中
国
の
伝
説
的
な
美
女
「
王
昭
君
」
の
悲
劇
の
説

話
に
拠
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
時
に
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
は
、
伝
統
的
に

王
昭
君
と
い
う
美
女
イ
メ
ー
ジ
が
、「
望
ま
な
い
匈
奴
と
の
婚
姻
の
た
め
に
胡
国
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紀
要
　
第
十
九
号

へ
と
向
か
う
道
中
、
馬
上
で
琵
琶
を
弾
い
て
自
ら
を
慰
め
た
」
と
い
う
絵
画
的
図

像
【
図
２
】
と
し
て
、
日
本
で
は
確
立
さ
れ
て
い
た
と
い
う
重
要
な
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
鏡
花
は
、
尾
崎
紅
葉
『
や
ま
と
昭
君
』
に
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
さ
ら

に
そ
こ
か
ら
、〈
薄
倖
の
美
人
〉
あ
る
い
は
〈
悲
劇
の
美
女
〉
と
い
う
記
号
性
を

発
す
る
二
つ
の
モ
チ
ー
フ

―
す
な
わ
ち
「
白
鸚
鵡
」
と
「
琵
琶
」
と
い
う
素
材

に
着
目
し
、
意
図
的
に
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
悲
劇
性
の
倍
加
を
狙
っ

た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
尾
崎
紅
葉
は
『
や
ま
と
昭
君
』
の
初
版
（
吉
川
書
籍
店
、
明
治
二

二
年
八
月
）
の
自
序
に
お
い
て
、
こ
の
小
説
が
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
」
に
所

載
さ
れ
る
「
夫
と
鸚
鵡
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
さ
ら
に
曲

亭
馬
琴
著
「
盆
石
皿
山
記
」
と
も
（
原
稿
が
出
来
上
が
っ
た
後
に
）
類
似
す
る
部

分
が
あ
る
こ
と
に
自
ら
気
付
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
美
し
い

妻
を
も
っ
た
嫉
妬
深
い
夫
」
と
い
う
登
場
人
物
の
設
定
や
、「
鸚
鵡
を
利
用
し
て

妻
の
浮
気
を
暴
こ
う
と
す
る
」
と
い
う
夫
の
企
み
な
ど
の
状
況
設
定
が
「
夫
と
鸚

鵡
」
の
説
話
に
似
通
う
も
の
の
、
紅
葉
の
『
や
ま
と
昭
君
』
は
「
夫
と
鸚
鵡
」
の

筋
立
て
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
（
註
18
）。
酒
井
美
紀
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
ア

ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
の
「
夫
と
鸚
鵡
」
に
登
場
す
る
妻
は
、
嫉
妬
深
い
夫
の
留
守

中
に
間
男
を
連
れ
込
む
と
い
う
不
貞
行
為
を
繰
り
返
し
、そ
の
こ
と
が
鸚
鵡
の「
証

言
」
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
る
と
鸚
鵡
に
復
讐
し
、
偽
装
工
作
を
す
る
と
い
う
「
悪

女
」
と
し
て
表
れ
る
。

し
か
し
、以
下
の
よ
う
に
『
や
ま
と
昭
君
』
の
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
み
る
と
、

妻
に
は
全
く
の
落
ち
度
は
な
く
、
彼
女
は
悪
女
で
は
な
い
。

―
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
妻
「
一
葉
」
は
親
の
希
望
に
よ
っ
て
無
理
や
り
嫁
が
さ

れ
、恋
人
「
田
鶴
弥
」
を
諦
め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
夫
に
は
心
を
許
さ
ず
、

抜
け
殻
の
よ
う
に
な
っ
て
恋
人
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
空
想
に
耽
け
っ
て
い

図１　�尾崎紅葉著『やまと昭君』表紙絵（1889年８月刊行）
個人蔵

図２　久隅守景筆「王昭君図」部分図　東京国立博物館蔵
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白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
下
）―
―〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
祖
形
と
し
て
の
鏡
花
小
説

る
。
二
人
は
密
会
す
る
わ
け
で
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、あ
る
時
嫉
妬
深
い
夫「
平

馬
」
は
一
葉
を
残
し
て
家
を
空
け
る
こ
と
に
な
り
、
留
守
中
の
妻
の
様
子
を
見
張

ら
せ
る
た
め
鸚
鵡
を
置
い
て
出
か
け
る
。
す
る
と
鸚
鵡
は
、
た
ま
た
ま
聴
い
た
平

馬
の
息
子
と
そ
の
恋
人
の
会
話
を
覚
え
、
家
に
戻
っ
て
き
た
平
馬
が
再
現
的
に
鸚

鵡
の
つ
ぶ
や
き
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
妻
と
間
男
の
会
話
で
あ

る
と
誤
解
し
て
し
ま
う
。
つ
い
に
嫉
妬
し
た
夫
に
よ
り
、
全
く
の
濡
れ
衣
で
無
残

に
も
妻
は
斬
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ヒ
ロ
イ
ン
「
一
葉
」
は
完

全
な
る
〈
悲
劇
の
美
女
〉
と
し
て
、『
や
ま
と
昭
君
』
で
は
描
か
れ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
泉
鏡
花
は
「
琵
琶
傳
」
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
紅

葉
の
『
や
ま
と
昭
君
』
の
物
語
そ
の
も
の
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
初
版
本
の
表
紙

に
あ
っ
た
二
つ
の
モ
チ
ー
フ

―
す
な
わ
ち
、〈
薄
倖
の
美
人
〉
あ
る
い
は
〈
悲

劇
の
美
女
〉
と
い
う
記
号
性
を
発
す
る
「
白
鸚
鵡
」
と
「
琵
琶
」
と
い
う
素
材
を
、

自
ら
の
小
説
中
に
お
い
て
は
一
羽
の
白
鸚
鵡
に
「
琵
琶
」
と
名
付
け
て
登
場
さ
せ

る
こ
と
で
、そ
の
悲
劇
性
を
倍
加
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

本
論
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
白
鸚
鵡
を
め
ぐ
っ
て
日

本
に
は
、
古
代
中
国
よ
り
綿
々
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
意
味
合
い
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
白
鸚
鵡
は
、
楊
貴
妃
が
愛
玩
す
る
「
雪
衣
女
」
と
い
う
名
の
鸚
鵡
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
翻
っ
て
は
楊
貴
妃
そ
の
も
の
の
象
徴
と
な
り
、
さ
ら
に
〈
悲
劇
の
美
女
〉

を
表
象
す
る
モ
チ
ー
フ
と
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
説
話
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す

る
と
い
う
、
文
化
的
記
号
に
ま
で
落
と
し
込
ま
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
鏡
花
文
学
お
よ
び
尾
崎
紅
葉
の
作
品
解
釈
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
で
は
、

こ
の
「
白
鸚
鵡
」
モ
チ
ー
フ
の
登
場
に
関
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
そ
の
奥

に
〈
楊
貴
妃
言
説
〉
の
存
在
を
指
摘
す
る
見
解
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
鏡
花
・
紅

葉
と
も
中
国
の
古
典
文
学
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
久
し
い

が
（
註
19
）、
こ
の
点
が
看
過
さ
れ
て
い
る
の
は
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

私
が
考
え
る
に
先
の
『
や
ま
と
昭
君
』
の
表
紙
絵
（
図
１
）
に
掲
げ
ら
れ
た
「
白

鸚
鵡
」
と
「
琵
琶
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、す
な
わ
ち
「
楊
貴
妃
」「
王
昭
君
」
と
い
う
、

共
に
伝
説
的
な
〈
薄
倖
の
美
人
〉〈
悲
劇
の
美
女
〉
と
い
う
暗
喩
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
表
紙
絵
を
描
い
た
画
家
（
平
福
穂
庵
か
と
推
定
さ
れ
る
）
の
み
な
ら
ず
、
勿

論
小
説
の
作
者
・
尾
崎
紅
葉
も
、
そ
し
て
そ
れ
を
引
用
し
た
泉
鏡
花
も
、
こ
う
し

た
文
化
的
記
号
性
を
熟
知
し
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
（
註
20
）。
そ
し
て
と

く
に
泉
鏡
花
は
、「
琵
琶
傳
」
の
あ
と
白
鸚
鵡
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
さ
ら
に
二
つ

の
作
品
、「
貴
婦
人
」
と
「
印
度
更
紗
」
を
新
た
に
発
表
し
、
そ
こ
で
は
単
に
「
悲

劇
性
の
演
出
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
の
装
置
と
し
て
の
鸚
鵡

―
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
。
そ
う
し

た
意
味
に
お
い
て
、
泉
鏡
花
の
「
琵
琶
傳
」
は
尾
崎
紅
葉
『
や
ま
と
昭
君
』
と
共

に
、
近
代
日
本
の
鸚
鵡
文
学
の
「
祖
形
」
と
も
言
え
る
様
式
美
を
、
ま
ず
は
形
成

し
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

２
―

３　
『
貴
婦
人
』

―
白
鸚
鵡
と
い
う
エ
ロ
ス

さ
て
、
泉
鏡
花
「
琵
琶
傳
」
の
中
で
描
か
れ
た
白
鸚
鵡
の
居
る
〈
場
〉
の
情
景

を
参
考
と
し
て
、「
美
女
と
鸚
鵡
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
他
の
鸚
鵡
文
学
に
お
け
る

〈
場
〉
の
設
定
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
と
、
改
め
て
留
意
し
て
お
く
べ
き
基
本

的
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
白
鸚
鵡
」
が
多
く
の
場
合
、
御
屋
敷

に
住
む
若
き
「
美
人
の
居
室
」
で
一
羽
で
飼
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
屋
は
だ
い
た

い
屋
敷
の
奥
ま
っ
た
物
静
か
な
場
所
に
あ
る
。美
人
は
ひ
と
り
部
屋
の
中
に
い
て
、

そ
の
部
屋
の
窓
辺
（
あ
る
い
は
縁
前
）
に
は
「
数
寄
を
尽
く
し
た
る
」（
註
21
）
と

い
う
鳥
籠
が
あ
り
、
鸚
鵡
は
そ
の
中
に
飼
わ
れ
て
い
る
。
鳥
籠
は
お
そ
ら
く
は
、

漆
塗
り
に
螺
鈿
や
金
彩
な
ど
を
施
し
た
贅
沢
な
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
高

価
な
舶
来
物
で
あ
る
こ
と
も
、
読
者
に
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ



─ 48 ─

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
九
号

せ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
鳥
籠
の
傍
ら
で
、
う
ら
若
き
美
女
は
ひ
と
り
で

本
を
読
ん
で
い
た
り
、
縫
い
物
な
ど
を
し
て
静
か
に
時
を
刻
ん
で
い
る

―
と
い

う
よ
う
な
舞
台
設
定
で
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
琵
琶
傳
」
か
ら
お
よ
そ
十
五
年
後
に
書
か
れ
た
小
説
「
貴
婦
人
」（
一
九
一
一

年
）、
ま
た
「
印
度
更
紗
」（
一
九
一
二
年
）
で
も
、
鏡
花
は
「
白
鸚
鵡
と
美
女
」

を
再
び
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
表
れ
る〈
場
〉

の
設
定
は
、
先
に
指
摘
し
た
基
本
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
則
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
二
つ
の
作
品
は
、
鏡
花
作
品
と
し
て
は
比
較
的
「
琵

琶
傳
」
よ
り
も
元
よ
り
評
価
が
高
く
、
特
に
「
貴
婦
人
」
は
幻
想
小
説
と
し
て
非

常
に
文
章
が
流
麗
で
美
し
く
、官
能
的
な
空
気
に
満
ち
た
魅
力
的
な
小
説
で
あ
る
。

旅
の
青
年
「
沢
」
が
宿
で
一
人
の
女
と
遭
遇
し
過
ご
し
た
、
そ
の
不
思
議
な
一
夜

の
出
来
事
を
綴
っ
て
い
る
。
や
は
り
あ
ら
す
じ
を
、
以
下
に
記
し
て
お
こ
う
。

―
主
人
公
の
沢
は
「
十
有
余
年
崇
拝
す
る
、
都
の
文
学
者
某
君
の
許
へ
、
宿

望
の
入
門
が
叶
っ
て
」（
註
22
）
上
京
す
る
途
次
で
あ
る
。
深
ま
る
秋
の
夜
、
彼
は
旅

籠
で
「
小
造
り
で
二
十
二
三
の
婦お
ん
な」

が
「
軒
下
を
這
ふ
霧
を
軽
く
踏
ん
で
、
す
ら

り
と
、
く
の
字
に
腰
を
掛
け
、
戸お
も
て外
を
視な
が

め
て
居
た
」（
註
23
）
の
を
見
て
戦
慄
が
走

る
。
月
明
か
り
の
中
で
女
は
、
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
美
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
沢
は

こ
の
美た
お
や
め女

と
炉
を
囲
ん
で
ひ
と
時
、
自
分
の
身
の
上
や
故
郷
の
話
を
し
、
美
女
も

そ
れ
に
対
し
て
「
少
し
語
っ
て
多
く
を
聞
」
き
、「
も
の
珍
ら
し
く
喜
ん
だ
」（
註
24
）

と
い
う
。
そ
の
後
女
と
別
れ
、
一
度
は
床
に
就
く
が
寝
付
か
れ
ず
、
沢
は
二
階
の

部
屋
か
ら
行
燈
を
手
に
下
へ
降
り
て
ゆ
く
。
す
る
と
宿
の
「
ず
っ
と
奥
の
一ひ
と

室ま

か

ら
、
ほ
の
か
に
灯
の
影
が
さ
し
て
」
お
り
、
例
の
女
が
机
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら

「
清
ら
か
な
頸う
な
じか
ら
頬ほ
お

杖づ
え

支つ

い
て
、
繰
拡
げ
た
ペ
イ
ジ
を
凝じ
っ

と
読
み
入
っ
た
の
が
」

見
え
る
。
沢
の
影
に
気
付
い
た
女
は
、
決
し
て
驚
く
様
子
も
な
く
「
お
入
ん
な
さ

い
ま
し
な
、
待
っ
て
居
た
の
。
屹き
つ

と
寝
ら
れ
な
く
な
つ
て
在
ら
つ
し
や
る
だ
ら
う

と
思
っ
て
、」（
註
25
）
な
ど
と
言
い
、
彼
を
部
屋
に
招
き
入
れ
る
。
す
る
と
机
の
上

で
彼
女
が
読
ん
で
い
た
の
は
、
他
で
も
な
く
、
沢
が
こ
れ
か
ら
弟
子
入
り
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
、
件
の
「
先
生
」
の
著
作
物
な
の
で
あ
っ
た
。
偶
然
に
驚
き
、

事
の
仔
細
を
語
る
沢
の
様
子
を
嬉
し
げ
に
見
つ
つ
も
、
女
は
そ
れ
に
は
ど
う
で
も

よ
い
相
槌
を
返
す

―
や
否
や
、
女
は
唐
突
に
「
い
ゝ
も
の
を
御
馳
走
し
ま
せ
う

…
め
し
あ
が
れ
」
と
、「
栃
の
実
の
餅
」
だ
と
言
い
な
が
ら
、
普
通
の
そ
れ
と
は

ま
る
で
違
っ
た
小
さ
な
食
べ
物
を
沢
に
差
出
す
。
そ
し
て
、
思
わ
ぬ
こ
と
を
告
白

す
る
の
で
あ
る
。

「
真ほ
ん
と
う個
の
事
を
言
ひ
ま
せ
う
か
、
私
は
人
間
で
は
な
い
の
。
…
…
真
白
な
鸚
鵡

の
鳥
な
の
。」（
註
26
）

鸚
鵡
で
あ
る
彼
女
は
、「
先
生
を
贔
屓
に
す
る
」
と
い
う
さ
る
婦
人
か
ら
先
生

へ
と
贈
ら
れ
た
鳥
だ
と
い
う
。
鸚
鵡
は
婦
人
か
ら
「
接キ

ス吻
す
る
」
よ
う
に
口
移
し

に
餌
を
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
「
先
生
」
へ
の
贈
り
物
と
さ
れ
た
と
い
う

―
す
な

わ
ち
そ
の
意
味
は
、
婦
人
と
先
生
と
の
「
接
吻
」
を
仲
立
ち
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
先
生
は
、
決
し
て
鸚
鵡
に
口
移
し
す
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
「
其
の
婦
人
を
恋
す
る
よ
う
に
成
る

か
ら
」（
註
27
）
と
、
白
鸚
鵡
を
戸
外
へ
と
放
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
女
の
語
り

が
、
ま
る
で
現
実
の
話
と
は
思
え
ぬ
方
へ
と
向
か
い
だ
す
そ
の
瞬
間
か
ら
の
情
景

描
写
は
、
女
の
色
香
と
共
に
、
一
挙
に
幻
惑
へ
と
導
か
れ
て
ゆ
く
主
人
公
の
五
感

そ
の
も
の
を
表
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
原
文
を
引
用
し
て
み
た
い
。

　
「
…
貴あ
な
た下

、
嘘
だ
と
思
ふ
ん
な
ら
、
そ
の
証
拠
を
見
せ
ま
せ
う
。」

と
不
思
議
な
美
し
い
其
の
餅
を
、
ト
唇
に
受
け
た
と
思
ふ
と
、
沢
の
手
は
取
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

で
、
ぐ
い
と
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
恁こ

う
し
て
、
さ
。」
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下
）―
―〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
祖
形
と
し
て
の
鏡
花
小
説

と
、
櫛
巻
の
其
の
水
々
と
あ
る
の
を
、
が
つ
く
り
と
額
の
消
ゆ
る
ば
か
り
、
仰

い
で
黒
目
勝
な
涼
し
い
瞳
で
凝じ
つ

と
、
凝み

つ視
め
た
。
白
い
頬
が
、
滑す
べ
す
べ々

と
寄
つ
た

時
、
嘴
が
触
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
…
…
沢
は
見
る
見
る
鼻
の
あ
た
り
か
ら
、
あ

の
女
の
乳
房
を
開
く
、
鍵
の
や
う
な
、
鸚
鵡
の
嘴
に
変
わ
っ
て
い
く
美た
お
や
め女
の
顔

を
見
な
が
ら
、
甘
さ
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
其
の
餅
を
含
ん
だ
、
心き
え
ぎ
え

消
々
と
成
る
。

山や
ま
お
ろ
し
颪
に
弗ふ
つ

と
灯
が
消
え
た
。

と
、
婦お
ん
なの
全
身
、
廂
を
漏
る
月
影
に
、
た
ら
た
ら
と
人
の
姿
の
溶
け
る
風
情
に
、

輝
く
雪
の
よ
う
な
翼
に
成
る
の
を
見
つ
ゝ
、
沢
は
自
分
の
胸
の
血
潮
が
、
同
じ

其
の
月
の
光
に
、
真
紅
の
透す
き
と
お通
る
の
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。（
註
28
）

原
文
で
は
き
わ
め
て
暗
示
的
に
し
か
語
ら
れ
な
い
が
、
白
鸚
鵡
だ
と
語
る
女
は

主
人
公
を
誘
惑
し
、
二
人
は
一
夜
限
り
を
共
に
す
る
。
艶
や
か
な
女
と
交
わ
す

接キ

ス吻
の
皮
膚
感
覚
が
、
何
と
も
幻
想
的
な
こ
と
ば
で
語
ら
れ
印
象
的
で
あ
る
。
つ

ま
り
こ
こ
で
「
白
鸚
鵡
」
は
、
男
性
を
誘
惑
す
る
「
女
の
エ
ロ
ス
」
の
表
象
と
し

て
、
決
定
的
に
読
者
に
刻
印
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
物
語
の
最
終
部
、
翌
朝
ま
だ

陽
も
昇
ら
ぬ
う
ち
に
出
立
す
る
沢
を
、
女
は
松
明
を
掲
げ
て
淡
々
と
見
送
る
。
し

か
し
男
の
時
間
感
覚
は
い
ま
だ
不
確
か
な
ま
ま
で
、
作
品
に
は
浮
遊
感
が
漂
う
。

そ
し
て
最
終
末
尾
の
「
…
…
白
い
鸚
鵡
を
、
今
も
信
ず
る
。」（
註
29
）
と
い
う
一
文

が
見
事
に
、
余
情
と
深
み
の
あ
る
「
奇
譚
」
と
し
て
こ
の
物
語
を
完
結
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
琵
琶
傳
」
ま
た
「
貴
婦
人
」
と
い
う
、
泉
鏡
花
の
二
つ
の
小

説
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
た
〈
白
鸚
鵡
の
幻
想
性
〉
の
鍵
は
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
人
間
の
狂
気
や
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
繋
が
る
、「
血
」
へ
の
恐
怖
を
表
象
す

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
二
つ
目
は
、「
美
し
い
女
の
エ
ロ
ス
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

必
ず
男
を
誘
惑
し
、幻
惑
さ
せ
、一
種
の
狂
気
へ
と
導
く
美
し
く
も
危
険
な
モ
チ
ー

フ
な
の
で
あ
る
。
た
だ
「
貴
婦
人
」
で
表
れ
た
よ
う
に
、「
若
き
美
女
＝
白
鸚
鵡
」

と
い
う
語
り
の
図
式
は
、
紛
れ
も
な
く
あ
の
楊
貴
妃
言
説
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ

て
き
た
、「
悲
劇
の
美
女
」
の
象
徴
と
し
て
の
「
白
鸚
鵡
」
と
い
う
古
典
的
な
図

式
が
、
そ
の
ま
ま
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
改
め
て
表
１
を
見
て

も
、
明
治
末
期
に
泉
鏡
花
に
よ
っ
て
様
式
化
が
確
立
さ
れ
た
〈
鸚
鵡
文
学
〉
は
、

大
正
期
に
入
る
と
続
く
多
く
の
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
も
延
長
線
上
的
に
踏
襲
さ

れ
、
さ
ら
に
大
量
の
小
説
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）	

今
橋
理
子
「
白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
上
）

―
鏑
木
清
方
《
鸚
鵡
》
と
《
嫁
ぐ
人
》」（『
学

習
院
女
子
大
学
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
―
一
九
頁
。

（
２
）	

こ
の
「
近
代
日
本
鸚
鵡
文
学
・
絵
画
年
表
」
で
は
、
対
象
と
す
る
文
学
や
絵
画
の
範
疇
を

で
き
る
だ
け
広
範
囲
に
捉
え
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
そ
の
結
果
、大
衆
歌
謡
や
映
画
、漫
画
、

広
告
写
真
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
も
対
象
と
し
た
の
は
、「
美
女
と

鸚
鵡
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
作
品
群
で
あ
り
、
例
え
ば
博
物
学
・
生

物
学
的
に
取
り
扱
わ
れ
た
著
作
や
絵
画
な
ど
は
排
除
し
て
い
る
。

（
３
）	

今
橋
前
掲
論
文
、
九
―
一
四
頁
。

（
４
）	

赤
塚
若
樹
氏
は
「
世
界
に
羽
ば
た
く
鸚
鵡
た
ち

―
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
る
小
道
具
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
世
界
文
学
的
な
観
点
か
ら
鸚
鵡
を
モ
チ
ー
フ
に
用
い

た
文
学
作
品
の
詩
学
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
赤
塚
氏
は
こ
の
論
文
の
中
で
、〈
鸚
鵡
文
学
〉

と
い
う
用
語
は
使
用
し
て
は
い
な
い
が
、
英
米
・
独
仏
文
学
の
ほ
か
ロ
シ
ア
や
南
米
文
学
、

さ
ら
に
は
イ
ス
ラ
ム
や
イ
ン
ド
の
古
典
文
学
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に

見
出
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
特
徴
と
し
て
、
例
え
ば
「
騒
が
し
さ
の
隠
喩
と
し
て
の
鸚
鵡
」

や
「
記
憶
装
置
と
し
て
の
鸚
鵡
」、
ま
た
「
熱
帯
の
記
憶
」
の
喚
起
や
、
鸚
鵡
に
よ
る
「
小

説
の
熱
帯
化
」
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
赤
塚
氏
は
こ
の
論
文
の
中
で
、
日
本

お
よ
び
中
国
に
伝
承
さ
れ
る
鸚
鵡
の
言
説
、
ま
た
近
・
現
代
日
本
に
お
い
て
非
常
に
た
く

さ
ん
の
鸚
鵡
文
学
が
誕
生
し
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
全
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。

	

赤
塚
若
樹
「
世
界
に
羽
ば
た
く
鸚
鵡
た
ち

―
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
る
小
道
具
に
つ
い
て
」

（
小
林
康
夫
・
松
浦
寿
輝
編
著
『
表
象
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
２　

テ
ク
ス
ト

―
危
機
の
言
説
』
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
九
号

所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
四
三
―
一
六
二
頁
。

	
な
お
筆
者
は
、〈
鸚
鵡
文
学
〉
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
、
逆
照
射
的
に
現
代
の
視
覚
芸

術
に
も
並
々
な
ら
ぬ
影
響
を
与
え
続
け
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
５
）	

今
橋
理
子
「
一
九
〇
〇
年
の
楊
貴
妃

―
矢
崎
千
代
治
《
教
鵡
》
と
正
岡
子
規
、鏑
木
清
方
」

（『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
第
八
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
四
―
一
三
頁
。

（
６
）	

註
１
今
橋
前
掲
論
文
、
一
―
二
頁
。

（
７
）	

泉
鏡
花
の
〈
鸚
鵡
文
学
〉
と
し
て
は
、「
琵
琶
傳
」「
貴
婦
人
」「
印
度
更
紗
」
の
三
作
品

で
あ
る
。
三
作
品
と
も
何
等
か
に
「
美
女
と
白
鸚
鵡
」
の
モ
チ
ー
フ
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
「
印
度
更
紗
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
二
年
一
一
月
初
出
）
は
、
一
種
の
お
伽

話
の
よ
う
な
語
り
口
で
綴
ら
れ
る
作
品
で
、
長
旅
に
出
て
帰
っ
て
こ
な
い
夫
を
待
つ
女
性

が
、
暇
の
つ
れ
づ
れ
に
愛
鳥
の
白
鸚
鵡
に
、
異
国
イ
メ
ー
ジ
を
醸
す
様
々
な
登
場
人
物
や

モ
チ
ー
フ
を
散
り
ば
め
た
物
語
を
語
っ
て
聴
か
せ
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
物
語
自
体
は
途

中
か
ら
二
重
構
造
で
進
ん
で
ゆ
く
構
造
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
最
終
部
に
お
い
て
は
、

再
び
元
の
主
題
で
あ
る
「
女
性
と
白
鸚
鵡
」
の
物
語
の
結
末
へ
と
至
る
そ
の
展
開
は
見
事

で
あ
る
。
が
し
か
し
、
本
論
に
て
問
題
と
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
楊
貴
妃
言
説
に
も
と
づ

く
「
薄
倖
の
美
女
」
や
「
悲
劇
の
美
女
」
と
い
う
文
脈
と
は
違
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
有

し
て
お
り
、〈
鸚
鵡
文
学
〉
と
し
て
は
、
ま
た
別
の
視
点
か
ら
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ち
な
み
に
吉
田
昌
志
氏
に
よ
れ
ば
、「
印
度
更
紗
」
は
江
戸
期
の
漂
流
記
『
吹
流　

天
竺

物
語
』（
博
文
館
版
『
続
帝
国
文
庫
』
第
二
二
編
『
校
訂
漂
流
奇
談
全
集
』
に
収
録
、
一

九
〇
〇
年
）
を
典
拠
と
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
小
説
作
品
全

体
に
流
れ
る
エ
ク
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
情
報
で
あ
ろ
う
。
た
だ

私
が
思
う
に
、「
印
度
更
紗
」
の
最
終
部
に
お
い
て
、
主
人
公
の
女
性
の
小
指
を
白
鸚
鵡

が
嘴
で
噛
ん
で
し
ま
い
、
そ
れ
が
も
と
で
迸
っ
た
鮮
血
が
白
鸚
鵡
の
翼
を
染
め
、
鸚
鵡
が

た
ち
ま
ち「
緋
鸚
鵡
」へ
と
変
化
し
た
と
語
る
く
だ
り
は
、本
論
文
後
半
で
指
摘
し
て
い
る
、

白
鸚
鵡
を
め
ぐ
る
〈
幻
想
性
〉
と
し
て
し
ば
し
ば
導
か
れ
る
「
死
」
や
「
狂
気
」
と
い
う

隠
喩
を
内
包
し
た
「
血
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
う
い
う
意
味

に
お
い
て
、「
印
度
更
紗
」
に
表
れ
た
「
美
女
と
鸚
鵡
」
イ
メ
ー
ジ
も
ま
た
、「
悲
劇
」
に

連
な
る
も
の
と
解
釈
で
き
よ
う
。

	

吉
田
昌
志
「
泉
鏡
花
「
印
度
更
紗
」
と
漂
流
記
『
天
竺
物
語
』」（『
青
山
語
文
』
第
一
二
号
、

一
九
八
二
年
三
月
）
八
三
―
九
六
頁
。

	

な
お
本
論
文
で
は
、「
琵
琶
傳
」「
貴
婦
人
」「
印
度
更
紗
」
の
原
文
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
に
所
収
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
使
用
し
た
。

	

【
琵
琶
傳
】

	

①
村
松
定
孝
編
『
泉
鏡
花
集
』（
明
治
文
学
全
集
二
一
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
年
）
五

〇
―
六
〇
頁
。

	

②
東
郷
克
美
・
吉
田
昌
志
校
註
『
泉
鏡
花
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
二
〇
、

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
三
―
三
一
頁
。

	

【
貴
婦
人
】

	

③
須
永
朝
彦
編
『
泉
鏡
花　

化
鳥
』（
日
本
幻
想
文
学
選
集
１
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九

一
年
）
一
〇
四
―
一
二
二
頁
。

	

【
印
度
更
紗
】

	

④
同
書
、
一
二
三
―
一
四
三
頁
。

（
８
）	「
琵
琶
傳
」
に
関
す
る
お
も
な
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
。

	

①
成
瀬
正
勝
「
解
題
」〔
註
（
７
）
―
①
前
掲
書
所
収
〕
三
九
九
―
四
〇
〇
頁
。

	

②
吉
田
昌
志
「
解
説
『
琵
琶
伝
』『
照
葉
狂
言
』『
辰
巳
巷
談
』」〔
註
（
７
）
―
②
前
掲
書

所
収
〕
四
六
七
―
四
六
九
頁
。　

	

③
田
中
裕
理
「『
琵
琶
伝
』
に
見
る
鏡
花
の
恋
愛
至
上
主
義 : 

婚
姻
制
度
に
対
す
る
問
題

提
起
」（『
富
大
比
較
文
学
』
第
六
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
一
五
―
二
六
頁
。  

	

④
越
野
格
「
妄
想
・「
琵
琶
伝
」」（
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会
『
国
語
国
文
学
』
第
五
三
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
）
四
一
―
六
〇
頁
。

	

な
お
城
殿
智
行
氏
は「
鏡
花
と
鸚
鵡
」と
い
う
論
文
に
お
い
て
、鏡
花
に
お
け
る
三
つ
の〈
鸚

鵡
文
学
〉
を
同
時
に
扱
い
論
じ
、
結
論
的
に
は
「
鸚
鵡
」
と
い
う
主
題
（
あ
る
い
は
素
材
）

が
鏡
花
に
と
っ
て
は
、「
文
学
」
あ
る
い
は
「
書
く
」
と
い
う
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
そ

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
大
変
に
興
味
深
い
解
釈
で
は
あ
る
。

が
、
た
と
え
ば
「
琵
琶
傳
」
本
文
に
お
け
る
鸚
鵡
の
「
純
白
」
と
い
う
形
容
に
つ
い
て
城

殿
氏
は
、「
あ
は
れ
消
残
る
樹
間
の
雪
か
」
な
ど
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
見
て
も
、

鏡
花
が
古
代
中
国
以
来
の
楊
貴
妃
言
説
を
踏
ま
え
て
「
鸚
鵡
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
描
写

し
て
い
る
点
に
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

	

⑤
城
殿
智
行
「
鏡
花
の
鸚
鵡
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
第
三
二
巻
一
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）

八
八
―
一
〇
一
頁
。

（
９
）	

註
８
―
①
成
瀬
前
掲
論
文
、
三
〇
九
頁
下
段
。
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白
鸚
鵡
と
美
少
女
（
下
）―
―〈
鸚
鵡
文
学
〉
の
祖
形
と
し
て
の
鏡
花
小
説

（
10
）	

同
、
四
〇
〇
頁
上
段
。

（
11
）	
註
８
―
③
田
中
前
掲
論
文
、
一
五
―
一
六
頁
。

（
12
）	
註
７
―
②
東
郷
・
吉
田
校
註
前
掲
書
、
七
―
八
頁
。

（
13
）	

同
、
二
九
頁
。

（
14
）	

同
、
八
頁
。

（
15
）	

同
、
二
九
頁
。

（
16
）	

同
、
三
一
頁
。

（
17
）	

同
、
四
〇
二
頁
。

（
18
）	

尾
崎
紅
葉
に
お
け
る
翻
案
に
よ
る
文
学
創
作
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。

	

酒
井
美
紀
『
尾
崎
紅
葉
と
翻
案

―
そ
の
方
法
か
ら
読
み
解
く
「
近
代
」
の
具
現
と
限
界
』

（
花
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
19
）	

鏡
花
・
紅
葉
と
も
こ
れ
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
多
い
た
め
、
主
だ
っ
た
も
の
だ
け
を
以

下
あ
げ
て
お
く
。

	

【
泉
鏡
花
関
連
】

	

須
田
千
里
「
泉
鏡
花
と
中
国
文
学

―
そ
の
出
典
を
中
心
に
」（『
国
語
国
文
』
五
五
巻
一

一
号
、
中
央
図
書
出
版
社
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）
二
九
―
四
七
頁 

。

	

東
郷
克
美
編
『
泉
鏡
花　

美
と
幻
想
』（
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
一
二
、
有
精
堂
出
版
、

一
九
九
一
年
）。

	

呉
東
龍
「
泉
鏡
花
の
小
説
に
お
け
る
構
造
と
思
想

―
中
国
の
幻
想
文
学
と
比
較
し
て
」

（
未
公
刊
、
広
島
大
学
提
出
博
士
論
文
、
一
九
九
七
年
三
月
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
限
定
公
開
。

	

須
田
千
里
「
鏡
花
文
学
の
源
泉

―
中
国
文
学
・
江
戸
文
学
・
民
譚
・
挿
画 

」（『
ユ
リ

イ
カ
』
三
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
一
六
六
―
一
七
五
頁
。

	

【
尾
崎
紅
葉
関
連
】

	

土
佐
亨
「
紅
葉
細
見

― 

雑
考
四
篇
」（『
文
芸
と
思
想
』
第
三
七
号
、
福
岡
女
子
大
学
、

一
九
七
三
年
二
月
）
三
六
―
五
五
頁
。 

	

尾
形
国
治
「
紅
葉
と
陸
游
」（『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
一
巻
一
三
号
、
一
九

七
六
年
一
〇
月
）
一
七
八
―
一
八
一
頁
。  

	

張
秀
強
「
尾
崎
紅
葉
文
学
に
お
け
る
中
国
的
要
素
試
論

―
小
説
『
巴
波
川
』
の
解
読
を

中
心
に
」（『
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
〇
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
二
九
―
一
四

二
頁
。

	

同
「
尾
崎
紅
葉
の
中
国
種
翻
案
小
説
『
偽
金
』
に
つ
い
て
」（『
成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
』

第
五
一
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
一
二
七
―
一
三
八
頁
。

	

な
お
、
註
18
酒
井
前
掲
書
で
は
、
紅
葉
に
お
け
る
主
に
西
洋
文
学
の
翻
案
に
つ
い
て
の
詳

細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
中
国
文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
20
）	『
や
ま
と
昭
君
』
の
初
版
本
に
は
表
紙
絵
の
ほ
か
二
図
の
挿
絵
が
所
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
内
の
一
図
に
は
、
髪
を
島
田
に
結
い
、
袖
に
楽
器
の
琵
琶
が
描
か
れ
た
着
物
を
着
た
馬

上
の
美
人
が
、
四
人
の
中
国
風
の
衣
服
に
身
を
包
ん
だ
男
た
ち
に
伴
わ
れ
て
何
処
か
へ
向

か
う
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
図
の
右
端
に
「
穂
庵
」
と
い
う
書
名
が
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
平ひ
ら

福ふ
く

穂す
い

庵あ
ん

（
一
八
四
四
―
一
八
九
〇
）
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
そ
の
筆
致

か
ら
『
や
ま
と
昭
君
』
の
表
紙
絵
も
穂
庵
の
筆
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
平
福
穂
庵
は
、

秋
田
角
館
出
身
の
明
治
期
の
日
本
画
家
。
父
文
浪
よ
り
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
名
は

順
蔵
、
初
号
は
文
地
。
武
村
文
海
に
師
事
し
て
円
山
四
条
派
を
学
び
、
一
六
歳
の
時
京
都

に
遊
学
。
風
景
写
生
や
古
画
の
模
写
に
も
秀
で
、
写
生
的
な
花
鳥
画
や
人
物
画
を
よ
く
し

た
。
明
治
一
三
年
第
三
回
秋
田
県
勧
業
博
覧
会
に
「
乞
食
」（
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）

を
出
品
し
一
等
を
受
賞
。
明
治
二
三
年
に
は
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
「
乳
虎
」（
同
）

が
妙
技
二
等
賞
を
受
け
、
中
央
画
壇
で
も
活
躍
し
た
。
美
術
雑
誌
『
絵
画
叢
誌
』
の
編
集

な
ど
に
も
携
わ
り
精
力
的
で
あ
っ
た
が
、
四
七
歳
で
死
去
し
惜
し
ま
れ
た
。

（
21
）	

註
７
―
②
東
郷
・
吉
田
校
註
前
掲
書
、
七
頁
。

（
22
）	

註
７
―
③
須
永
編
前
掲
書
、
一
一
六
頁
。

（
23
）	

同
、
一
一
二
頁
。

（
24
）	

同
、
一
一
六
頁
。

（
25
）	

同
、
一
一
八
頁
。

（
26
）	

同
、
一
二
〇
頁
。

（
27
）	

同
、
一
二
〇
頁
。

（
28
）	
同
、
一
二
一
頁
。

（
29
）	
同
、
一
二
二
頁
。

［
追
記
］ 

本
稿
は
二
〇
一
五
年
度
（
社
）
昭
和
会
館
研
究
助
成
お
よ
び
二
〇
一
六
年
度
学
習
院
女

子
大
学
国
内
長
期
研
修
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

�

　
（
本
学
教
授
）




